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─東日本大震災12年 テレビ報道の検証─
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１ ．はじめに
東日本大震災の発生から12年あまりが経過した。この間、震災報道全体の報道量はしだいに減少

し、放送時期が３月に集中していく「３月ジャーナリズム」化が確認され、その傾向はしだいに強
まってきていることがわかってきた。震災報道が３月に集中していく中で、象徴的かつ特徴的な意
味を持っているのが、震災が発生したその日、「３月11日」にテレビ各局が編成する「特集番組」で
ある。

震災発生から1年後の2012年より、毎年３月11日にはテレビ各局は特別編成を組んで報道にあたっ
てきた。特に、地震が発生した14時46分前後の時間帯は、ほぼすべてのテレビ局が同様の特番を放
送するという編成がこの12年間続けられてきた（テレビ東京系列をのぞく）。このように、各局が
毎年横並びで同一のテーマについて特番を放送するという現象は、8月6日の広島原爆の日にも、8
月15日の終戦の日にも見られない、特別な現象であろう。

毎年３月11日の14時46分前後に放送される震災特番は、時が経つにつれて報道量が減少してきた
震災ジャーナリズムにおいて、テレビ各局が「聖域」のように守り続けてきた番組である。それぞ
れの番組をくわしく観察すると、年ごとに、局ごとに、「震災」のとらえ方の違いが浮かび上がり、
また、震災報道がどのように変容し、今後どんな方向に向かっていくのか、その将来像が浮かび上
がってくるはずである。

震災報道に関してはこれまでの研究でも、「震災直後の報道」「報道量の経年推移」「ニュース番
組やドキュメンタリー番組などの内容分析」など、多様なアプローチで行われてきたが、本研究
は、３月11日の14時46分を前後する時間帯含む番組群に対象を絞り、誰もが被災地に思いをはせる
瞬間のテレビのありようについて分析・考察を試みるものである。また、これらの番組の傾向をい
くつかのパターンに類型化していくことで、今後の震災報道が向かっていく方向性を探る一助とな
ることを目的とする。特に、震災から10年という節目を前後して、震災報道が量的にも質的にもど
う変化したかを探っていくことは特に重要な意味を持つと考える。

２ ．先行研究と研究対象・方法
２ － １ ．震災報道をめぐる研究動向
東日本大震災に関する報道について、量的質的な分析は震災発生直後から続けられてきた。田中

孝宜（2014）は、NHK について震災発生時からの最初動の72時間についての報道の検証を行った。
その後、原由美子らは、震災発生から３年、5年、7年の節目に際してドキュメンタリー番組や夜の
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キャスターニュース番組について震災報道が伝えてきたことについて分析を行った（原由美子
2015、2017、原由美子・大髙崇2019）。原由美子は震災から5年を経た検証の中で、震災関連報道の
減少と放送時期が３月に集中する傾向を明らかにした。そのうえで、戦争や平和について考える報
道や番組が8月に集中することを「8月ジャーナリズム」と呼ぶことになぞらえ、「東日本大震災に
ついても『３月ジャーナリズム』という現象が起きているように見える」（原由美子、2017）と指摘
した。また、米倉律（2017）は、震災報道の周年報道化について「いわば『３月ジャーナリズム』
化」と呼び、継続して検証され続けていくべき課題であるとしている。

原由美子・大髙崇（2019）は、震災発生から7年間のテレビ報道の検証の中で震災報道が３月に集
中していく傾向を踏まえ、「３月11日を中心とする1週間」「３月11日」「発生時である午後2時46分を
含む特集番組」に絞り込んでさまざまな角度から検証を行った。その中で「午後2時46分を含む番
組」のテーマの変化について、「2016年までは、追悼行事のほか、被災地の状況、被災者自身の声
やその生活、復興の現状・課題」などがおもなテーマであったが、「2017年以降になると、次の災
害への備えに関する内容」が増え、「東日本大震災だけでなく、直近の災害への言及」が増え、「さ
まざまな災害を扱う傾向は、今後ますます強まるのではないか」「当初の被災地の状況や被災死者
の生活を伝えるものから、被災時に状況を検証し、次の災害に備えるものへと徐々に比重が移って
きている」としている（原由美子・大髙崇2019：107）。

筆者はこれまで、震災発生から10年あまりの間に放送されてきた、おもに「震災関連ドキュメン
タリー」について表象やテーマの内容分析を行ってきた中で、震災10年の節目を前後する期間の研
究を行ってきた（古澤健・米倉律2022、古澤健2022）。政府が復興の目標としてきた10年が過ぎた
今も、東日本大震災（と福島第1原発事故）が積み残した課題は数多い。そこで本研究では、震災
10年をはさんだ期間の３.11特番を対象に、その表象とテーマの詳細について分析し、今後も継続し
ていく震災報道のありようを探っていくことを目標とすることにした。

２ － ２ ．対象番組と分析方法
2 － 2 － 1 ．方法①：編成・放送時間帯・時間量
本研究では、ニュースやドキュメンタリーなど数ある震災関連番組の中で、東日本大震災が発生

した３月11日（以下、３.11）に放送された番組の中で、さらに、M9.0の地震が発生した14時46分の
時刻を含む時間帯に放送された特集番組を選び出し、内容を詳細に分析することにした。

対象としたのは、NHK、日本テレビ系列（以下、日テレ系）、テレビ朝日系列（以下、テレ朝
系）、TBS 系列（以下、TBS 系）、フジテレビ系列（以下、フジ系）の5つである。また、対象と
した期間は、震災発生から10年の節目の2021年を含む、2019年から202３年の5年とし、そのうち
2019年から2022年の4年分については番組内容を項目ごとに分割して、詳細な量的質的分析を行っ
た。

本研究で対象とした5年間25番組の番組名と放送時間帯・時間量など編成内容を以下の表2－1に
まとめた。14時46分を含む番組のほかに、当該番組の「前番組」と「後番組」もあわせて記載し
た。年によって、または局によっては、14時46分以外の時間帯に「震災関連番組」を放送している
ことがあり、分析の参考にするためである。

また、2020年と2019年のフジテレビ系列で放送された番組「わ・す・れ・な・い」は、14時46分
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を含まない15時50分からの放送であるが本研究の対象番組とした。2020年と2019年のフジテレビで
は、14時46分に行われる政府主催の式典などは前番組の総合情報番組の中で伝えていて、その後、
震災特番として「わ・す・れ・な・い」を放送するという編成であった。そのため、３.11の震災特
番としては14時46分後に放送されたこの番組を研究の対象とすることとした

（１）
。

2 － 2 － 2 ．方法②：番組内容紹介（EPG）による内容分析
これら5年間25番組について、まず、内容の全体像を把握するため、テレビ誌などの広報媒体や

電子番組表（以下、EPG：Electric Program Guide）に表示される番組内容紹介を活用した。EPG
の「番組内容」はおおむね80字以下で各番組の内容のサマリーがまとめられているため、番組への
制作者側の意図が込められていて、その記述を分析することは、各番組の「ねらい」「番組方針」
などを把握し、その特徴や経年変化を明らかすることに貢献すると考えた。具体的には、およそ80
字の紹介内容の文面から以下の12のキーワードを抜き出し、その出現頻度を調べることで番組内容
の傾向や経年変化を分析した。注目したキーワードは以下のとおりである。

「津波」「被災」「避難」「追悼」「原発」「復興」
「教訓」「風化」「防災」「備え」「次の」「減災」

2 － 2 － ３ ．方法③：各項目のテーマ分類と量的質的分析
2019年から2022年までの4年間20番組についてはさらに詳細な内容分析を行い、項目ごとの量的

質的分析および経年変化について分析を行った。
4年間20番組については、放送開始から放送終了までをそれぞれ「震災関連項目」「CM」「一般

ニュース」「気象情報」「その他」に分類し、それぞれの項目の時間量を秒単位で計測した。さらに
震災関連項目については以下の内容についてくわしく分析した。

■演出（スタジオ・VTR・中継）
■マスコットタイトル（画面上の見出し

（２）
）

■地名（テロップで示される地名）
■登場人物・氏名（テロップで個人名が出た人）
■登場人物・肩書き（テロップで個人名が出た人）

番組の内容把握と分類の手がかりとしたのはおもに、番組内容を記した EPG と、画面端に表示
されるマスコットタイトルである。本研究では、EPG とマスコットタイトルを分析することでの
内容を分類することにした。分類は「津波系」と「原発系」に大別したのち、さらに8つのコード
に分類した。コードの内容を以下の表2－2にまとめた。2つ以上の項目に重複する場合はそれぞれ
別項目に計上した

（３）
。

また、「東日本大震災」以外の災害、または今後起きることが予想されている災害について扱っ
ている項目については「次に来る災害」項目に分類した。さらに、東日本大震災から発展して「地
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球温暖化」や「次世代エネルギー」などのテーマを取り上げている項目を「その他」に分類した。
このような分類によって、テレビ局ごとの扱うテーマの傾向の違いや2019年から2022年にかけてど
のような経年変化が現れているか分析を試みた。

表２－２　テーマの分類

2 － 2 － 4 ．方法④：「14時46分」追悼式典での映像の取り上げ方について
東日本大震災の発生から1年後の2012年より、３月11日は政府主催の追悼式典が行われ、岩手・宮

城・福島など東日本各地の被災地でも追悼行事が行われてきた。
しかしこのところ、政府主催の式典については、2020年にはコロナ禍のため式典が中止、震災10

年の2021年には参加者を限定する形で実施。被災地でもコロナ禍による規模縮小を余儀なくされた
ところは多い。また、2022年以降は、政府主催の追悼式典は行われていない（熊谷百合子2022）。

テレビは、３月11日の震災特番の中で「14時46分」をどう伝えてきたのか。この時間、ほぼすべ
ての番組では政府主催の追悼式典や被災地での追悼行事での黙祷を中心に映像構成し、被災地各地
の様子を中継で結び、犠牲になられた方々への祈りの姿を伝えてきた。この演出方法には各番組と
も大きな違いは見られていない。ただ、中継で取り上げる被災地の場所とその数には、番組による
違いが現れている。

東日本大震災の特徴の一つはその被害範囲のあまりの大きさであるが、メディアが取り上げる
「被災地」には偏りがあることがかねてから指摘されてきた（米倉2017、原・大髙2019）。本研究で
は、14時46分を中心とした各番組の演出内容に着目し、どの被災地が中継場所に選ばれているかを
記録し、メデイアが取り上げる被災地の「寡占化」を実証的に検証した。

３ ．結果
３ － １ ．編成の全体傾向
本研究が分析対象とした３.11当日の14時46分を含む時間帯の震災特番の放送時間帯および時間量

について以下の表３－1にまとめた。2019年から202３年にかけて、NHK と民放あわせて5局につい
て、上段に放送された時間帯、下段に放送された時間量を記した。民法に関しては、放送時間全体
からの民放の番組については CM の時間を除外し、さらに震災関連以外の項目を除外した「震災
関連項目」のみの実時間を表示した。
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2021年の NHK については2度の一般ニュースによる中断をはさんで３部構成で編成されている
（４）

。
また、2020年と2019のフジテレビ系列は放送時間帯が14時46分を含んでいないが、前番組の一般
ニュース番組の中で各地の追悼式典の様子をニュースとして伝え、その後に震災特番を放送すると
いう編成だったため本研究の分析対象としている。

表３－１　各番組の放送時間帯と時間量（震災関連項目のみの時間を表示）
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2022年
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（対象番組）　３.11　伝え続ける　〜震災11年　被災地の祈り〜
（後番組）　　ニュース／こころフォトスペシャル「あなたを忘れない　11年目の手紙」
202３年

（前番組）　　土スタ『漢字ふむふむ』『スケートボード TV』ほか素顔も暴露！
（５）

（対象番組）　あの日から12年　〜14時46分　被災地の祈り〜
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133.11その日をテレビはどう伝えてきたか

民放では日テレ系とフジ系で震災10年の2021年に放送量が大幅に増えていることがわかる。どち
らの局も、前後の年の放送時間と比較して３倍近く（日テレ系）から5倍近く（フジ系）、震災関連
項目のみの時間で比較すると5倍近い増加であった。また、フジ系では202３年に前年よりも放送時
間の増加が確認された。テレ朝系では202３年に放送時間が60分とこれまでの放送時間から半減して
いた。TBS 系では、放送時間、震災関連項目の時間ともにこの期間の大きな変化は見られなかっ
た。

３ － ２ ．番組内容紹介（EPG）による内容分析とその傾向
本研究で対象とした5年間20番組の EPG より12のキーワードを抽出し、出現した数を確認したと

ころを以下のような結果となった。

表３－２　EPGに出現したキーワードの数

どのような文脈で出現しているのかを確認するため、以下の表３－３には EPG 原文ともに掲載し
た（キーワード部分は赤字）。

EPG に使われているキーワードで多いのは「被災」（10回）、「津波」（7回）、「教訓」（5回）、「復
興」（4回）「原発」（３回）、「追悼」（３回）といった単語で東日本大震災発生当初から震災報道で広
く使われてきた単語であった。いずれも東日本大震災の被災地・被災者への思いをはせる文脈で使
われている。

一方、数は少ないものの、東日本大震災をきっかけに「次の災害」への備えを呼びかける文脈で
使われていたのが「備え」（2回）、「次の」（2回）、「防災」（1回）。「減災」（1回）といった単語で
あった。ただ、こうしたキーワードの出現時期に有意な傾向は見られなかった。震災10年をすぎた
2022年202３年に増加しているといった傾向も見られなかった。
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表３－３　EPGの内容とキーワードおよび分類

さらに、EPG の内容が表2－３の8つのコードのどれに該当するかを記載した（表３－３右）。ただ
し、2022年テレ朝系、2020年テレ朝系、2019年日テレ系、テレ朝系は、EPG の内容が一般的な番
組枠の説明であり個別の番組の内容に触れていないため分析の対象から除外した

（６）
。EPG の内容を8

つのコードに基づいて分類すると、以下の4つのパターンに分類された。



153.11その日をテレビはどう伝えてきたか

パターンⅠ．「津波系」（②③のみ）　追悼や慰霊、復興を中心に伝える内容
パターンⅡ．「津波系」（①含む）　　津波被害やメカニズムを含む
パターンⅢ．「原発系」（④含む）　　原発事故の検証や処理水問題含む
パターンⅣ．「次の災害」（⑦含む）　東日本大震災以外の災害含む

20番組を分類した内訳は以下のとおりである（表３－4）。一つの番組を複数のパターンに計上し
たケースもある。

表３－4　EPGの内容によるコード分類

NHK については、5年分すべてがパターンⅠに該当した。また、津波被害やメカニズム、原発
事故、東日本大震災以外の災害について触れた記述は見られなかった。シンプルに、犠牲者への追
悼や被災地の復興に思いをはせる内容に限定した表現に徹しているのが EPG の内容からうかがえ
た。

民放で特徴的なのは日テレ系であった。震災10年の2021年以降毎年、原発問題の検証を番組の中
心に据えていることが EPG の記述にも明記されている。202３年は「原発内部への直接取材」、2022
年は「汚染された処理水の海洋放出問題」、2021年は「原子炉建屋爆発映像の再検証」など、毎年
内容を変えて原発事故の検証に時間をかけて取り組んでいることを番組紹介の中でも強く訴えてい
る。

202３年のフジ系「わ・す・れ・な・い」は原発事故ではなく、地震の揺れによってダムが決壊し
8人が犠牲となって出来事について検証している。

また民放では、「次の災害」への備えを呼びかける EPG の記述が7番組で確認された。内容は、
「次の津波への備えは」（テレ朝系202３）や「身近な危機から命を守る」（TBS 系2020）といった一
般的な防災への呼びかけや、「南海トラフへの備え」（TBS 系2021）といった近い将来起こりうる
とされる具体的な災害への備えを呼びかける内容などが見られた。

NHK では「次の災害」についての記述は見られなかった。

３ － ３ ．各項目のテーマ分類と量的質的分析の結果
2019年から2022年までの4年間20番組について、項目ごとに細分化して詳細な内容分析を行った。

番組全体を「震災関連項目」「CM」「一般ニュース」「気象情報」「その他」に分類し、さらに「震
災関連項目」のみを抜き出して表2－３のコードに基づいて分類し、コードごとの秒数を以下の表３
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とされる具体的な災害への備えを呼びかける内容などが見られた。

NHK では「次の災害」についての記述は見られなかった。

３ － ３ ．各項目のテーマ分類と量的質的分析の結果
2019年から2022年までの4年間20番組について、項目ごとに細分化して詳細な内容分析を行った。

番組全体を「震災関連項目」「CM」「一般ニュース」「気象情報」「その他」に分類し、さらに「震
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表３－5　各番組のコード分類（時間・秒）



173.11その日をテレビはどう伝えてきたか

－5にまとめた。なお、一つの項目について複数のコードに分類しているケースもあるため各コー
ドの秒数の合計は番組の放送時間とは見合っていない。巻末には、分析に使用した「番組データ入
力シート」（20番組分）を付表として添付した。

３ － ３ － 1 ．全体的な傾向
各番組のコード分類について、局による違いや年ごとの変化は確認されたものの、2019年から

2022年にかけての全体的な内容の変化や経年推移は確認できなかった。以下、コード分類の結果、
明らかになった特徴的な傾向を詳細していく。

３ － ３ － 2 ．NHK の傾向：中庸的な「追悼」「復興」の確認
NHK は毎年の傾向に大きな変化がなく内容が一貫していると言える。コード分類の結果、NHK

は③「津波系（復興・遺構・伝承）」に該当する内容が極めて多く、⑥「原発系（帰還・復興・遺
構・伝承）」や②「津波系（人的被害・遺族）」などが続いている。

岩手・宮城・福島のおもな被災３県の各地を中継で結び、復興の進捗や課題をバランスよく伝え
る、というのが一貫した傾向であることが確認された。

一方で、津波被害やメカニズムの検証といった内容に該当する①「津波系（津波被害・メカニズ
ム）」や、福島第1原発事故や廃炉に関する内容に該当する④「原発系（事故究明・廃炉・放射線影
響・処理水）」は確認されなかった。

画像３－１　『３.１１ 伝え続ける 〜震災１１年 被災地の祈り〜』（NHK、２0２２年３月１１日）

NHK では、東日本大震災の被害への追悼と被災地への復興に思いをはせるという内容に特化し
ている傾向が強く、その他の災害や今後起こりえる災害について取り上げることが少ない。2022年
に放送された『３.11 伝え続ける 〜震災11年 被災地の祈り〜』（画像３－1）では、岩手県宮古市田
老地区や福島県大熊町大川原地区を中継で結び、その他、宮城県山元町の震災遺構・中浜小学校な
どを紹介するなど、各地の復興と被災地での祈りの様子を伝えた。

例外的に、2020年の『ごごナマ　特集　東日本大震災から9年』では⑦「次に来る災害」に該当
する「命脅かすフレイルを防げ」が取り上げられている。これは、2019年10月に台風19号の被害に
あった宮城県丸森町の避難所での震災関連死「フレイル」についての注意を呼びかけたものであ
る。
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３ － ３ － ３ ．民放での原発問題の取り上げ方について
原発問題については、日テレ系が2020年以降、長い時間を費やして取り組んできていることが確

認された。
2022年に放送された『ミヤネ屋【震災11年。風評被害へらすには？迫る原発 “ 処理水 ” 海へ…】』

（画像３－2）では、福島第1原発の敷地内で増え続けるトリチウムなど放射性物質を含む処理水の処
分方法について、国の基準を下回る濃度に薄めたうえで海へ放出するという政府の方針に対する地
元の鮮魚店などの反発や怒りをおよそ28分にわたって伝えた。この年、日テレ系が伝えた「震災関
連項目」の全体の時間44分の半分以上をこの問題に費やしたことになる。

画像３－２　『ミヤネ屋【震災１１年。風評被害へらすには？迫る原発 “ 処理水 ” 海へ…】』
（日本テレビ系列、２0２２年３月１１日）

また、震災10年の2021年『NNN 未来へのチカラ ミヤネ屋× every. × zero ×バンキシャ！特別
版』（画像３－３）では、1号機の水素爆発の瞬間を唯一捉えた福島中央テレビの取材の舞台裏や、最
新技術を用いて映像を鮮明化し、爆発の瞬間に何が起きていたのかなど55分にわたって再検証を
行った。その他、道筋の見えない「処理水問題」やデブリの取り出しの問題など、多岐にわたって
原発問題を取り上げている。

画像３－３　『NNN 未来へのチカラ ミヤネ屋× every. × zero ×バンキシャ！特別版』
（日本テレビ系列、２0２１年３月１１日）

３ － ３ － 4 ．「次に来る災害」を扱った項目の出現について
３月11日は言うまでもなく東日本大震災の被災地や災害の犠牲者に対して思いをはせる日である。



193.11その日をテレビはどう伝えてきたか

しかし、この日に放送される震災特番の中にも、首都直下地震や南海トラフ巨大地震など、「次に
来る災害」や東日本大震災以降に発生した地震等を取り上げ、今後の備えを呼びかける内容が数多
く見られるようになった。

2019年の TBS で放送された『N スタスペシャル 震災8年 〜生死を分ける72時間 巨大地震にあ
なたは ?』（画像３－4）では、南海トラフ巨大地震が発生した際に大きな被害が予想されている高
知県を取り上げ、「最短で地震発生から16分」で津波が到達する事態に備えるための避難タワーの
急増していることなどをおよそ28分にわたって放送した。

画像３－4　『Nスタスペシャル 震災8年 〜生死を分ける7２時間 巨大地震にあなたは ?』
（TBS系列、２0１9年３月１１日）

また、同じ2019年のテレビ朝日『ワイド ! スクランブル 第2部』（画像３－5）では、前年の2018
年9月に起きた北海道胆振東部地震での大規模停電について取り上げ、これから起こりうる地震の
際の大規模停電にどう備えるかを検証した。

画像３－5　『ワイド ! スクランブル 第２部』（テレビ朝日系列、２0１9年３月１１日）

３ － ３ － 5 ．新しいテーマ、その他のテーマの出現について
これまでになかった新しい切り口の震災特番の企画も見られるようになってきている。2022年の

TBS『N スタ SP 東日本大震災11年「つなぐ、つながる」復興× SDGs 未来を担う人々』（画像３－
6）では、三陸の海中からの生中継などを使い、磯焼けした海の様子と地球規模の環境の変化との
関連を指摘するなど、温暖化によって津波の規模に影響しかねない懸念などを報告した。
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画像３－6　『Nスタ SP東日本大震災１１年「つなぐ、つながる」復興×SDGs 未来を担う人々』
（TBS系列、２0２２年３月１１日）

また、2021年のテレビ朝日『あの日から10年〜東日本大震災　スーパー J チャンネル SP』（画像
３－7）では、震災後の福島県の多くのゴルフ場で太陽光パネルが設置され再々可能エネルギーの一
大基地になろうとしていたり、太陽光を活用した水素生産に乗り出したりしている取り組みが紹介
された。

画像３－7　『あの日から１0年〜東日本大震災　スーパー JチャンネルSP』（テレビ朝日系列、２0２１年３月１１日）

SDGs や次世代エネルギーといったテーマを震災特番で取り上げたケースは、震災発生からしば
らくは見られなかった傾向である。

また、2020年のテレビ朝日（画像３－8）では、この年の夏に開催される予定だった東京オリン
ピック・パラリンピックに向けて、聖火リレーのスタート地点となっていた福島県楢葉町の J ヴィ
レッジの様子を中継で伝え、予定されているコースなどを紹介した。

画像３－8　『大下容子ワイド ! スクランブル　第２部』（テレビ朝日系列、２0２0年３月１１日）



213.11その日をテレビはどう伝えてきたか

３ － ４ ．追悼式典・追悼行事の放送時の中継場所について
本研究の対象である３.11当日の震災特番の中で、「14時46分」はどう伝えられてきたのか。今回

対象とした2019年から2022年にかけての5局20番組で、14時46分前後の時間帯、追悼式典や各地の
追悼行事にあわせて映像構成された中継地点を以下の表３－6にまとめた。

表３－6　１4時46分前後に中継された被災地
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表３－6にまとめた被災地の中で登場回数が多い被災地を、自治体ごとにまとめたのが表３－7であ
る。「奇跡の一本松」のように象徴的なモニュメントが存在する岩手県陸前高田市や被災規模が大
きかった宮城県石巻市、避難指示が解除された福島県双葉町などの登場回数が多くなっている。

表３－7　登場回数の多い被災地

4．まとめと考察
４ － １ ．全体的な傾向について
本研究で対象とした2019年から202３年にかけては、震災報道にとって特別な意味を持つ期間であ

る。政府は、発災直後の2011年7月に策定した「東日本大震災からの復興の基本方針」において、
復興期間を2021年度までの10年間と定めていた。震災発生から10年となる2021年を含む本研究の対
象期間は、震災報道のあり方が大きく変わりかねない時期でもある。

実際、表３－1で示したように、2021年には一部の局で、それまでの年を大幅に上回る規模で放送
に臨んだ局があり、また、翌年の2022年以降、NHK・一部の民放では放送時間が短くなっていた。

今回の研究では、14時46分を中心とした震災特番だけでなく、前後の番組にも視野を広げて調査
対象としたが、震災直後から数年間の３月11日はほぼ丸一日、震災関連の番組が放送されていた観
があるが、いまでは14時46分周辺が「聖域」のように残された時間帯となっている。震災10年とい
う大きな節目が、今後の震災報道の退潮のきっかけとなっていくことがないよう注視していくこと
が必要である。

４ － ２ ．NHKの震災特番はなぜ「中庸」なのか
今回の分析によって際だった傾向が浮き彫りになったのが NHK である。調査対象とした5年間、

大きなテーマの違いが感じられず、岩手・宮城・福島の各被災地の復興の進捗や被災地での追悼の
様子をバランスよく取り上げている印象が強い。内容についても、津波被害の検証、津波のメカニ
ズム、原発事故に関する問題や廃炉の進捗などにはふれず、東日本大震災以降に発生した災害につ
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いてふれることもほとんどない。
NHK がこのような「中庸」な内容に徹しているのには、14時46分前後の震災特番以外に、現在

も数多くの震災関連番組をこの時期に放送していることが影響していると思われる。NHK では、
震災特番の他にも朝のニュース「おはよう日本」や夜のキャスターニュース番組ニュースウオッチ
9などではシリーズで震災を伝えている。他に、さまざまな番組でも震災を取り上げているが、
202３年３月に放送された NHK スペシャルだけでも以下の6本が放送されている。

３月 4日　「南海トラフ巨大地震 第1部 ドラマ（前編）（後編）」
３月 5日　「南海トラフ巨大地震 第2部 “ 最悪のシナリオ ” にどう備えるか」
３月11日　「海辺にあった、町の病院 〜震災12年 石巻市雄勝町〜」
３月12日　「震災12年 復興の地図 〜 “ 希望の芽 ” を探して〜」
３月18日　「メルトダウン File.8 前編 原発事故・危機の88時間」
３月19日　「メルトダウン File.8 後編 事故12年目の “ 新事実 ”」

このように多面的に震災を伝える編成があるがゆえに、３.11当日の震災特番に関しては、復興の
進捗と被災地の祈りを伝えることに徹する、というシンプルな姿勢に帰結しているものと思われ
る。

４ － ３ ．民放（特に日テレ系）の原発問題の取り上げ方について
今回の分析で、際だって特徴的な傾向として浮かび上がったのは、民放（特に日テレ系）の原発

問題の積極的な取り上げ方である。この傾向が、どのような方針や意思決定から導かれているもの
なのかは、番組の内容からは把握することはできなかった。

日本テレビ系列では NNN ドキュメントというドキュメンタリー番組が長く放送され、震災関連
のドキュメンタリーについても多数番組を放送している。202３年になってから放送された NNN ド
キュメントの中で震災関連のものをあげると以下のとおりであるが、原発関連のテーマの番組は放
送されていない。今後は、ドキュメンタリー番組での原発問題の掘り下げを期待していきたい。

2月12日　高台からの祈り〜福島・津波被災地 12年の記録〜
３月 5日　悔い〜震災12年 あなたを想うとき〜
4月2３日　ひとりじゃない　家族になったボクとおばちゃん
7月16日　それでも、海はある〜未来へつなぐ　大好きな景色〜

４ － ４ ．「次に来る災害」を考える３.１１　〜新たな「防災の日」として〜
３月11日に放送する番組で、東日本大震災ではなく、他の災害やこれから起こりうる災害につい

て、防災や減災の側面から考える、という切り口は、震災直後数年間は存在しなかった。今回の分
析では、調査を開始した2019年から「次に来る災害」について取り上げある項目は確認され、震災
10年を経て（大きな増減は確認されなかったが）、いまなお継続して放送され続けている。
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原・大髙（2019）は、震災関連番組の内容が、被災地の様子や被災者の状況を伝えるものから、
次に起こるかもしれない災害への備えや防災・減災に比重が移りつつあることを踏まえ、「次々と
自然災害が発生し、被災地と呼ばれる地域が増える中、東日本大震災の被災が相対化され、遠景化
していくのは、ある意味、仕方がないことかもしれない」と指摘している。未曾有の大きな被害を
引き起こし、2万人近い人命を一度に奪った東日本大震災について、被災地の復興を見つめ、犠牲
者に追悼の思いを寄せていく報道はこれからもその役割に変わりはないはずである。

しかし一方で、あの震災を強烈な「実体験」としては記憶していない若い世代が日本社会に占め
る割合は年々高まっていく中で、東日本大震災の経験を「次の災害」に生かす教訓に昇華していく
ことも同時に必要なことである。

ことし202３年は関東大震災から100年を数える年であり、関東大震災が発生した9月1日はいまも
「防災の日」として日本人と日本社会に記憶された日である。そこに新たに３月11日も防災・減災に
ついて真剣に思いをめぐらす日となり、震災報道がその一助となろうとしているのか。今後の研究
を通じて見つめていきたいと思う。
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注釈

（ 1 ）　2019年・2020年、フジテレビ系列で14時46分を含む時間帯に放送されたのは「直撃 LIVE　グッディ !」

（ 2 ）　マスコットタイトルとは画面右上または左上などに表示される「小見出し」のことである。NHK では

「マスコット」と呼称するが、民放では「サイドスーパー」と呼ぶことが多い。

（ ３ ）　そのため、コード別に分類した項目の秒数を合計すると、番組の項目時間の合計を上回ることがある。

（ 4 ）　テレビ欄や編成上は別番組の扱いになっているが、内容は1つの番組の３部構成である。

（ 5 ）　EPG の番組内容は「近藤春菜さんは『漢字ふむふむ』に声で出演。漢字の奥深さをバラエティーで体
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現！足立梨花さんは『スケートボード TV』に出演。クールな魅力を体感！二人の素顔も公開！」とあり

震災関連番組ではない。

（ 6 ）　EPG の番組内容が当日当該番組の個別内容ではなく、番組枠の一般的な紹介であったため対象から除

外した。


